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▼英国、2013年の再生可能エネルギー発電量

のシェアが15%に上昇

英国の2013年 の太陽光などの再生可能エネ

ルギー発電量は総発電量に占めるシェアが

15%に増加した。固定価格買い取 り制度な

どの支援策が影響したとみられる。13年の

1次エネルギーの総供給量は、前年より

0.5%減少した。炭鉱の閉鎖や北海油田の

減産などによる国内生産量の減少を輸入で

補ったことから、輸入依存度は47.2%に上

昇し1975年以降で最高の水準となった。(W
ww.jetro.go.jp/biZnews/53992d2c6dddO)

▼チリ、国家計画で施設や交通アクセスを改

善、大規模港湾建設も検討

チ リの運輸通信省は国家港湾開発計画を発

表した。国営港湾などへの道路・ 鉄道アク

セスの現状調査を暗まえたインフラ投資の

ガイ ドラインを示した。これとは別に今後

の需要増加に対応するための大規模港湾の

建設も検討。一方で 1月 の港湾労働者のス

トライキを機に、政労使間で労務環境の改

善に向けた取 り組みも進んでいる。 (WW
w.jetro.go.jp/biZnews/53996fc838e28)

▼韓国のロッテ百貨店、中国 。溶陽市に大型

複合施設を開業

韓国ロッテグループ傘下のロッテ百貨店が

5月 31日 、中国 。溶陽市で正式開業した。

同百貨店はロッテグループが港陽北駅周辺

に建設中の大型複合施設ロッテワール ドの

一部として開業。今後数年間にわたつてス

ーパーマーケッ トやテーマパーク、ホテル、

ォフィスビル、マンションなどが整備され

る。ロッテワール ドの事業開始によつて、

商業施設の供給過剰が指摘される溶陽市で

の競争はさらに厳 しくなりそうだ。 (WW
w.jetro.go.jp/biZnews/539e6b8b3b538)
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▼データのバックアッフ
°
や復元サービスを手

掛ける米スパンニング・ クラウ ド・ アツプ

ス、米クラウ ド大手のセールスフォース・

ドットコムの携帯端末用アプ リに対応した

サービスを発表 (WWW.Spanning.com)

▼米賃貸住宅業者向けソフ ト販売の リアルペ

ージ、スペインの貸別荘管理ソフ ト販売の

キゴを買ユ1叉 (WWW・ realpageocom)

▼米マーカス・ホテルズ 。アン ド・ リゾーツ、

米国で営業するホテルの大半に電気自動車

ベンチャーのテスラ・ モーターズ「モデル

S」 向けの給電器を設置 (WWW.marcusco
rpocom)

▼米大手自動車部品のTRW、 中国 。上海市

に同社最大級の広さを持つテクニカルセン

ターを開設 (WWW.trwocom)

▼水処理技術開発の米オ リジンオイル、電気

を使う同社の水浄化技術と、限外ろ過膜 (U
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事
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あ
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か
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議
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あ
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一
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後
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で
は
条
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厳
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と
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府
に
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①
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④
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収
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わ
れ
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①
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件
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金
融
機
関
、
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
、
市
民
か
ら
の
意
見
聴

取
④
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ス
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Ｐ
Ｐ
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キ
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特
定
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５
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上
下
水
道
整
備
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ

制
度
を
活
用
し
て
参
入
す
る

に
は
事
業
性
の
低
さ
の
解
決

が
大
き
な
鍵
だ
。
無
収
水
率

の
改
善
の
ほ
か
、
日
本
政
府

の
円
借
款
を
活
用
し
た
Ｖ
Ｇ

Ｆ

（
バ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ

・
ギ

ャ
ツ
プ
ｏ
フ
ア
ン
デ
ィ
ン
グ
）

に
よ
る
政
策
支
援
な
ど
事
業

性
向
上
に
複
合
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
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６８

円
）
に
上
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３
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全
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で
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％
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さ
れ
る
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だ
が
政
府
予
算
で
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化
や
土
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援
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保
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事
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掲
げ
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。
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か
し
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農

は
そ
の
３
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賄
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発
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収
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縮
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追
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Ｐ
Ｐ
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Ｐ
Ｐ
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。
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Ｐ
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０５
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．
９
％
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。
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公共事業省

国家 レベル での上下

水道 イ ンフラの整備

等 に関す る基本方針

の 策 定 、 技 術 監 督

水道公社のモニタ リ
ング、健全度評価

全 国上下水

道 システ ム

開発援助庁

市・ 県の上下水道事

業の管理・運営
水道公社
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蒸
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蒸
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０
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２
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。
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米
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収
す
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な
ど

蒸
留
酒
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界
で
は
Ｍ
＆
Ａ

（合
併

。

買
収
）
が
活
発
。
成
長
が
見
込
め
る

優
良
ブ
ラ
ン
ド
を
早
め
に
確
保
す
る

狙
い
も
あ
る
。

買
収
し
た
伊
フ
ラ
テ
ッ
リ

。
ア
ベ
ル
ナ
は
食
後
酒
と
し

て
飲
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
薬

用
酒
ア
マ
ー
ロ
の

「
ア
ベ
ル

ナ
」
が
主
力
商
品
。
ほ
か
に

グ
ラ
ッ
パ

（食
後
酒
）
の
「
フ

ラ

ッ
テ
ィ
ー
ナ
」
や
リ
モ
ン

チ

ェ
ロ
の

「
リ
モ
ン
チ

ェ
ッ

タ

・
デ
ィ

・
ソ
レ
ン
ト
」
な

ど
も
扱
う
。
２
０
１
３
年
１２

月
期
の
売
上
高
は
６
１
８
０

万

口千
で
前
の
期
に
比
べ
３

・

１
％
伸
び
て
い
る
。
買
収
額

は
１
億

３
７
５
万

口子
だ

つ

た
。１

億
３
３
７
０
万

口子
で
買

伊
カ
ン
パ
リ
は
Ｍ
＆
Ａ
で
規
模
の
利
益
を
拡
大
す
る

（イ
タ
リ
ア
の
工
場
）

収
し
た
カ
ナ
ダ
の
フ
ォ
ー
テ

ィ
ー

・
ク
リ
ー
ク

・
デ
ィ
ス

テ
ィ
ラ
リ
ー
は
ウ
イ
ス
キ
ー

「
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー

・
ク
リ
ー

ク
」
が
主
力
で
、
ウ
オ
ツ
カ

や
ラ
ム
酒
も
製
造
す
る
。

１４

年
３
月
期
の
売
上
高
は
前
の

期
比
１５

・
６
％
増
の
３
９
５

０
万
を

，レ
ド

（約
８７
億
円
）
だ

っ
た
も
よ
う
。

ア
ベ
ル
ナ
の
買
収
は
耳
夕

リ
ア
国
内
で
シ
ェ
ア
を
引
き

上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
ド
イ

ツ
を
中
心
に
欧
州
中
部
で
規

模
の
利
益
を
拡
大
す
る
の
に

も
貢
献
す
る
と
い
う
。
一
方
、

高
級
ウ
イ
ス
キ
ー
の
フ
ォ
ー

テ
ィ
ー

・
ク
リ
ー
ク
の
取
得

は
、
蒸
留
酒
の
中
で
も
プ
レ

ミ
ア
ム
分
野
の
品
ぞ
ろ
え
を

強
化
し
、
北
米
で
存
在
感
を

高
め
る
の
に
役
立

つ
見
通
し

だ
。カ

ン
パ
リ
は
０９
年
に
米
バ

ー
ボ
ン

。
ウ
イ
ス
キ
ー
の
有

カ
ブ
ラ
ン
ド

「
ワ
イ
ル
ド
タ

ー
キ
ー
」
を
取
得
す
る
な
ど

Ｍ
＆
Ａ
で
事
業
を
拡
大
。

１３

欧
州
シ
ェ
ア
８
％

独
オ
ペ
ル
が
目
標

２２
年
、営
業
利
益
率
５
％
に

【
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
＝
加

藤
貴
行
】
米
ゼ
ネ
ラ
ル

。
モ

ー
タ
ー
ズ

（Ｇ
Ｍ
）
傘
下
の

独
オ
ペ
ル
は
２
０
２
２
年
ま

で

に
欧
州
市
場

の
シ

ェ
ア

（ボ
ク
ソ
ー
ル
を
含
む
）
を

８
％
ま
で
高
め
、
売
上
高
営

業
利
益
率
を
５
％
と
す
る
経

営
計
画
を
ま
と
め
た
。

１４
～

‐８
年
に
２７
車
種
と
１７
の
新
型

エ
ン
ジ
ン
を
投
入
。
Ｇ
Ｍ
の

支
援
を
受
け
た
新
車
攻
勢
で

に
次
ぐ
６
位
に
つ
け
た
。
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
オ
ル
ド
ス
市
の

新
工
場
で
は
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル

の
量
産
を
計
画
し
、
新
技
術

へ

の
準
備
も
怠
り
が
な
い
。

‐３
年
１２
月
期
の
純
利
益
は
前

年
同
期
の
９

ｏ
ｌ
倍
に
急
増
し

た
。
液
晶
パ
ネ
ル
価
格
の
下
落

ペ
ー
ス
が
鈍

っ
た
こ
と
と
、
大

食後酒やウイスキー

成長ブランド確保

年
１２
月
期
の
売
上
高
は
１５
億

２
４
０
０
万
吋
と
５
年
で
６２

％
も
伸
ば
し
た
。
世
界
最
大

手
の
英
デ
ィ
ア
ジ
オ
や
２
位

の
ベ
ル
ノ

ｏ
リ
カ
ー
ル

（
フ

ラ
ン
ス
）
も
Ｍ
＆
Ａ
を
繰
り

返
し
て
上
位
に
上
り
詰
め
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
ビ
ー
ム
の
買
収
で
３

位
に
浮
上
し
た
。

販
売
量
が
少
な
く
て
も
成

長
過
程
に
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を

買
収
す
れ
ば
、
大
手
は
そ
れ

ぞ
れ
が
世
界
に
持

つ
販
路
に

乗
せ
て
販
売
増
を
加
速
さ
せ

や
す
い
。
今
年
は
デ
ィ
ア
ジ

オ
が
小
規
模
の
高
級
テ
キ
ー

中
国
最
大
の
液
晶
パ
ネ
ル
メ

ー
カ
ー
だ
。
王
東
昇
董
事
長
は

「中
国
は
間
も
な
く
世
界
有
数

の
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
基
地
に

な
る
」
と
信
じ
、
中
国
勢
の
増

産
投
資
を
け
ん
引
す
る
。

「第

８

・
５
世
代
」
の
大
型
ガ
ラ
ス

基
板

（２

・
２
打

×
２

・
５
肝
）

を
素
材
と
す
る
工
場
を
北
京
市

と
安
徽
省
合
肥
市
で
稼
働
済
み

で、
２
０１
５年夏
ま
で
に重
　
日
田

慶
市
で
も
量
産
に
入
る
。

大
型
液
晶
パ
ネ
ル
で
は
、

１３

年
の
世
界
シ
ェ
ア
で
４
％

（売

上
高
ベ
ー
ス
、
米
Ｎ
Ｐ
Ｄ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
サ
ー
チ
調
べ
）
を
占

め
、
日
韓
台
の
有
カ
メ
ー
カ
ー

大型液 パネルを増産

ラ
２
社
を
相
次
ぎ
買
収
す
る

な
ど
、
育
成
を
前
提
に
し
た

ブ
ラ
ン
ド
の
獲
得
も
目
立

っ

て
い
る
。
　

．

現
在
の
５

・
８
％
の
欧
州
で

の
シ
ェ
ア
を
高
め
る
。

業
績
低
迷
が
続
く
オ
ペ
ル

は
こ
れ
ま
で
１６
年

の
黒
字
転

換
を
掲
げ
て
い
た
が
、

一
段

と
踏
み
込
ん
だ
。
足
元
の
販

売
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
今

年
末
に
は
独
ボ
ー
フ
ム
エ
場

を
閉
鎖
し
コ
ス
ト
削
減
も
進

め
る
。
Ｇ
Ｍ
も
昨
年
、

１６
年

ま
で
に
４０
億

口子

（約
５
５
０

０
億
円
）
を
投
じ
る
計
画
を

決
め
て
い
る
。

型
工
場
の
稼
働
に
よ
る
量
産
効

果
が
出
た
た
め
と
い
う
。

１４
年

１
～
３
月
期
の
純
利
益
も
５
億

８
０
０
０
万
元
と
前
年
同
期
の

２
倍
以
上
と
な
り
、
堅
調
な
業

績
が
続
い
て
い
る
。

投
資
額
が
１
カ
所
で
４
０
０

０
億
円
を
超
す
新
鋭
工
場
の
建

設
に
当
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
政
府
か
ら
補
助
金
を
受

け
て
い
る
。

「
コ
ス
ト
意
識
の

な
い
資
金
の
導
入
が
供
給
過
剰

を
招
い
て
い
る
」
と
の
批
判
が

あ
る

一
方
、
製
造
装
置
メ
ー
カ

ー
は
有
数
の
得
意
先
と
位
置
付

け
る
。
パ
ネ
ル
の
調
達
先
と
し

て
使
う
こ
と
も
で
き
、
日
本
の

電
機
業
界
に
と
っ
て
は
目
の
離

せ
な
い
存
在
だ
。

（北
京
――
山
田
周
平
）

《会社概要》

▽本  社  中国・北京市

▽設 立  1993年

▽代表者  工東昇董事長

▽売 J三高   337億7000万 元

(2013全F12月 期 )

▽糸屯利益  23億5000万元  (「司)

(注)1元一約 16.4円

伊カンパリ・グループの業績

2008/12 09  10  11  12  13

20 億ユーロ
EBITDA

売上高  l不 J払い・税引き

15
償却前利益)
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